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動画で見る県内大気汚染物質の動態（Ⅱ） 

 

竹内和俊 渡邉剛久 石橋雅之 

 
１ 目的 
環境大気中の汚染物質の濃度は時々刻々と変化し

ており，その変化の状況を的確に捉えることは，大気

汚染の原因の究明と対策の立案に資するものと考えら

れる。一方，IT 化の進展により様々なデータを図化し，

更にそれらの図の変化を動画として再現するソフトウ

ェアが市販される状況となっている。 
昨年度，大気騒音振動研究室では上述のような状況

から，常時監視データを基本として市販ソフトの

MicroAVS を用い，光化学オキシダント（Ox）及び微

小粒子状物質（PM2.5）の高濃度日の県内における汚

染状況の変化を動画化する手法を確立し，その有効性

を確認した。 
そこで，本年度は確立した動画化手法の改善を図る

とともに，動画により実際の大気汚染の状況を確認し

て問題点を把握するため，2014 年度における Ox 及び

PM2.5高濃度日の動画化等を行ったので報告する。 
 
２ 研究の具体的な方法 
２・１ 動画化の手法 
以下により動画化を行った。 

ア 測定局の配置状況及び千葉県白図 

県内の常時監視測定局の xy 座標を緯度経度から設

定し，さらに千葉県境の緯度経度を読み取って同様に

xy 座標化して白図を作成した。 
イ 常時監視データの抽出 

 常時監視システムに整備されている CSV 形式出力

ファイルから指定する月日時のMicroAVS用データを

抽出するエクセル・マクロを作成した。また，風をベ

クトルとして取り扱うため，汚染質に合わせて風向・

風速データからの風ベクトル（x 軸：西→東，y 軸：

南→北）も当該マクロにより作成した。 
ウ 動画化の方法 

 MicroAVS の作図機能のうち「カラー面コンター」

（格子設定条件「格子数 x=30,y=30，精度=2」）を用

いて千葉県内の汚染状況を作図し，ムービーメーカー

により動画化した。 
２・２ 動画化の対象 

Ox 及び PM2.5の高濃度日の 1 時間値，更に二酸化

窒素（NO2）に係る県内環境濃度の改善状況と政策等

の関係について検討するため NO2 年平均値を対象に

動画化を行った。対象日時及び対象年度は以下のとお

りである。 
なお，動画化の対象とした測定局は全て一般環境大

気常時監視測定局である。 
ア 光化学オキシダント（Ox） 

2014年6月1日（金）及び8月2日（土）の5時～20時 
イ 微小粒子状物質（PM2.5） 
 2014年5月28日（水）1時～6月5日（木）24時，7月
22日（火）1時～25日（金）19時及び12月28日（日）

1時～29日（月）15時 
ウ 二酸化窒素（NO2） 
 1985年度～2014年度の30年間 
 
３ 研究結果 

３・１ 光化学オキシダント（Ox） 
2014 年度における Ox 注意報発令日と Ox 濃度が

120ppb を超過した局数を図１に示す。 
図１から，超過局数が多いのは 6 月 1 日及び 8 月 2

日であり，また 1時間値の日最高値は 8月 20日の 156 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 2014 年度におけるOx 発令日と超過局数 
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ppb，6 月 1 日の 154ppb 及び 8 月 2 日の 151ppb の順

に高く，6 月 1 日及び 8 月 2 日を動画化の対象日とし

た。そこで，一例として 6 月 1 日の主な時刻における

県内Ox 濃度のカラー面コンターを図２に，全局の Ox
濃度及び平均風速の変化を図３に示す。 
図２及び図３から，Ox 濃度は 14 時に最大となって

おり，市原市～袖ケ浦市に高濃度域が発生した後，風

速（南系）の上昇により Ox 濃度は低下している。こ

の変化を動画で見ると，陸風が優勢な深夜から午前中

にかけては，Ox 濃度は北からの移流や県内での生成

により増加し，海風が優勢となる正午以降徐々に北方

方面に汚染気塊が移流していく様子が見て取れる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２   2014 年 6 月 1 日おけるカラー面コンターによる Ox 濃度の変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３   2014 年 6 月 1 日における全局の Ox 濃度及び平均風速の推移 



- 3 - 
 

３・２ 微小粒子状物質（PM2.5） 
ムービーメーカーの使用により長期間の動画化が可

能となったが，2014 年 5 月 28 日～6 月 5 日及び 7月

22 日～25 日の動画化では顕著な動きは認められなか

った。そこで，12 月 28 日～29 日の主な時刻における

県内 PM2.5濃度のカラー面コンターを図４に，全局の

PM2.5濃度及び平均風速の変化を図５に示す。 

期間中の風向は北系で大きく変わらないが，図４及

び図５から，12 月 28 日～29 日 7 時までは風速が 2m
／秒以下と弱く，28 日深夜に向かって県内でのPM2.5

濃度上昇が認められるほか，北西の埼玉方面からの高

濃度気塊の移流による濃度上昇が認められる。その後，

風速の上昇により PM2.5濃度が急激に低下していく様

子が見て取れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４   2014 年 12 月 28 日～29 日おけるカラー面コンターによる PM2.5濃度の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５   2014 年 12 月 28 日～29 日おける全局の PM2.5濃度及び平均風速の推移 
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３・３ 二酸化窒素（NO2） 
1985年度～2014年度の主な年度における県内NO2

年平均値のカラー面コンターを図６に，全局の NO2

年平均値及び日本の貨物車保有台数の推移と排ガス規

制（2.5t 超ディーゼル車）状況等を図７に示す。 
図６及び図７から，1985 年度～1991 年度は監視網

の拡張期で，1991 年度にほぼ現状の監視網となってい

る。この 1991 年度にNO2年平均値の全局平均値及び

貨物車保有台数がともに最大となり，2000 年度頃まで

NO2年平均値の高い状況が続く。その後，図７の貨物

車保有台数の減少や規制の効果等により濃度の減少傾

向が顕著となり，2011 年度には自排局を含む全常時監

視測定局でのNO2環境基準が達成され，現状では県北

西部にやや高い濃度域が存在するのみとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６   1985 年度～2014 年度おけるカラー面コンターによる NO2濃度の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７  1985 年度～2014 年度おける NO2年平均値及び日本の貨物車保有台数の推移と規制の状況 


